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⑳
第
八
巻
第
一
二
章
第
五
法
文
Ｍ
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
ヒ
ス
パ
ー
ニ
ァ
諸
州
（１）
の総監セウェールスに〈一旦示す〉。
（２）
公
文
書
に
よ
る
証
明
を
経
る
形
で
贈
与
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（３）
と
、
我
ら
は
以
前
既
に
付
与
し
た
法
に
よ
っ
て
定
め
た
。
こ
の
こ
と
’四一一一一一六年一一一月～七月（法文⑳～⑳）（以上向六一一号
［二○○四年九Ｎ己
一五三一一六年八月～’一三七年一一一月（法文⑳～⑳）（以上
何六四号［一一○○五年九月］）
一六一一一一一七年四月～一一一二九年一一月（法文⑳～⑳）（以
上向六六号［二○○六年九月］）
一七一二一一一○年二月～一一一一一一一年八月（法文⑳～⑳）（以上
同六八号［二○○七年九月］）
一八一二三一年一○月～一一一一二一一一年四月（法文⑳～⑯）（以
ｔＭ七○号［一一○○八年九Ⅱ］）
一九一一一一二一一一年五月～一一一一一一四年一二月（法文⑪～⑳）（以
上本誌）
承
前
法
政
史
学
第
七
十
二
号
はとりわけ縁者たち及び極めて親密な関係にある者たちの
問で遵守されるべきである。なぜなら、家の中での秘密裡
の不正行為によって、〈贈与の〉取り決めがしやすい状況
に乗じて、いかなることでも容易に提造されたり、実際に
な
さ
れ
た
こ
と
が
取
り
消
さ
れ
た
り
し
う
る
の
で
あ
る
か
ら
。
そ
れ
ゆえ、卑属と尊属さえも我等の法は公文書の作成〈義務〉
から除外するものではないので、贈与が公文書に記載され
る形でなされるべきことについて我等が以前既に義務とし
（３）
て
定
め
た
こ
と
が
す
べ
て
の
人
々
に
適
用
さ
れ
る
べ
し
。
た
だ
し
、
卑
属
と
尊
属
を
保
護
す
る
法
の
特
権
は
保
た
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
（４）
ち
、
引
渡
や
握
取
行
為
の
要
式
性
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ダ
ル
マ
テ
ィ
ウ
ス
と
ゼ
ー
ノ
フ
ィ
ル
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
五
月
四
日
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
で
付
与
す
。
（１）の①ぐの日の．一一一一一一三～一一一一一一五年にヒスパーニァ諸州の総監を
務めた人物。四記向・一》Ｐ田］（の向くロ幻二の←）は三二五～一一一
二六年にローマ市長官を務めたののぐの日の（法文⑯註（１）
参照）の息子である可能性を示唆する。
（２）：白・贈与行為に際して記録されるべき事柄については、
法文⑯（およびその抜粋元となった法文を収録している
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。属冨ミミ舂言§＆暖①）で、コーンスタンティーヌス帝は
賄与全般に際して、対象物・人の名前を文書に記載し、そ
れを州総督ないし都市政務官のもとに記録するよう命じて
いる。蚕⑫①【》□。②ごミ身ミコミ鳶ｓ三（法文⑮註（２）所
引）・弓・囚］一口の○｛・》岩←｛・はこの措置を贈与に関する抜本的な
新制度として位置づけている。
（３）のＣ＆Ｃ可①目の》＆ず」・は、三一六年に出された法文⑯ない
し法文⑱のどちらかが含意されているだろうとする。さ
て、当該法文発布にまつわる総緯を⑦。ｇ・可のＳｍは以下の
ように推論する。法文⑯、⑱に見られるように、賄与がな
される際には、それが公文書に記録されるべきであるとい
う原則が政府によって守られてきた。しかし、三一九年の
法文⑩で卑属・尊属問の贈与に際して引渡や握取行為の要
式性が免除されたことを受けて、卑属・尊属間の賄与につ
いては公文書作成の義務も免除されるのではないかという
疑念が生じることとなった。しかし、コーンスタンテイー
ヌス帝は「卑属と尊属さえも我等の法は公文書の作成〈義
務〉から除外するものではなどというように、公文書作
成の原則が卑属・尊偶間贈りについても守られるようこの
法文で改めて確認したというのである。
（４）引渡と握取行為については法文⑩およびその註（４）を
参照。
テォドシウス法典（Ｃａの〆ＢすのＣＱ。⑫一ｍ目⑭）（一九）（後藤）
同（Ⅱコーンスタンティーヌス）帝と副帝がヒスパーニ
（１）
ァ諸州の総監セウェールスに〈宣示す〉・
相矛盾し、互いにその信頼性を損ないあっている文書
（２）
が、一方当事者から提出された場〈口、それらは何らの効，刀
（３）
‘も持つことはできなかった。
ダルマティウスとゼーノフィルスがコーンスルの年の五
月四日コーンスタンティーノポリスで付与す。
⑳
第
二
巻
第
三
九
章
第
二
法
文
（１）の２①日の．前掲法文⑪註（１）参照。
（２）四｝（の【：閂の．⑦○二○可の目の．且ゴ・一・は、四一〔の［：胃のという一一一一口葉
を「原告・被告双方」の意味に解釈する学者たちに対し
て、。方当事者」の意味に解釈すべきなのではないかと
提唱し、名宛人。Ⅱ付から本来Ⅲ｜の法を形成していたと
考えられる法文⑩とあわせて考えると次のようなシナリオ
が想定できるとする。すなわち、一方当事者が地所を請求
するときに、当初はその地所が自分に贈与されたことを文
書で主張しておきながら、それに引渡や握取行為といった
要式性が欠けていることを相手方に指摘されると、一転し
てその地所が売却されたことを文書によって証明しようと
七
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⑯
第
八
巻
第
一
章
第
三
法
文
同
Ｔ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
道
長
官
マ
ー
ク
シ
（１）
ムスに〈宣示す〉。
（２）
公益が促すところに従って、兵糧係と筆記補はコン一アイ
（３）
キ
オ
ー
ナ
ー
レ
ー
ス
と
す
る
よ
う
我
等
は
〈
叩
ず
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ン
ノ
ー
ナ
（
４
）
現
物
給
与
に
よ
っ
て
扶
養
さ
れ
、
査
定
さ
れ
た
者
た
ち
の
カ
ピ
タ
ー
（５）
一ナィオ税は免除とされるべし。それゆえ、賢明なる貴官が
担
淵
部
吋
に
以
下
の
こ
と
を
周
知
せ
よ
。
筆
記
補
に
は
二
倍
の
ア
ン
ノ
１
ナ
ア
ン
ノ
１
十
現
物
給
与
を
、
兵
糧
係
に
は
丁
度
一
倍
の
現
物
給
与
を
す
み
や
か
に
支
給
し
、
彼
ら
の
う
ち
査
定
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
の
み
カ
ピ
タ
ー
し
た
。
そ
こ
で
、
本
法
文
は
こ
う
い
っ
た
試
み
に
用
い
ら
れ
る
文
書
を
無
効
と
す
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
原
告
・
被
告
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
対
立
す
る
内
容
の
文
書
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
相
応
し
い
方
に
信
が
与
え
ら
れ
た
は
ず
だ
と
し
て
、
二
の
日
日田を「原告・被告双方」の意味で取る学者たちを批判し
てもいる。
（３）ロ・日の円目（・のＣ＆Ｃ可の目の『＆ず」・は己・〔①日ロ［の形を伝える
写本をもとに内容を理解している。この場合、訳は「何ら
の
効
力
も
持
つ
べ
き
で
は
な
い
」
と
な
る
。
法
政
史
学
第
七
十
二
号
ティオ税も免除されるようにすること。ただし、それは公
務に従事している限りとする。というのも、〈職務を離れ
た〉後は、賞賛や位階が彼らを顕彰するか、あるいは、罪
が露見したならば、罰が伴うこととなるからである。
ダ
ル
マ
テ
ィ
ウ
ス
と
ゼ
ー
ノ
フ
ィ
ル
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
五
月
五
日
に
発
布
す
。
（１）三忌日ロｍ・国滝向・一》弓・＄量。（ご津一の己の三目言巨の全〉によ
れば、一一一二七～三二八年、一一一三二年～一一一一一一一一一年、および一一一
三七年に道長而職を務めたく四一の己⑫二目ヨ巨⑫と考えられ
る
。
彼
の
経
歴
に
つ
い
て
は
法
文
⑲
註
（
１
）
を
参
照
。
ま
た
、
法
文⑳、⑯、⑳、⑳、⑳、③、⑯、⑰の名宛人と同定されて
いる。それらの法文中での官職名の混乱については法文⑪
註（１）および法文⑳註（１）を参照。
（２）自己。ご目一の国Ｏ目皀・軍隊への補給を担当したとされる
「兵糧係」や「筆記補」について、および軍隊への補給の
仕組みについては、法文⑳註（２）を参照。本法文の規定
に基づき、筆記補の方が地位は高かったと考えられる。
（３）８三口目四一①の．この単語は既に法文⑳で奴隷の①ａとつな
が
る
形
で
登
場
し
て
い
る
。
同
法
文
註
（
３
）
で
も
述
べ
て
い
る
よ
うに、国①ロョ目已の①臭①一・ｍ．ご・［８己一ｎ－Ｃｇ－〕の］は「人的かつ
永続的に一定の職務の義務を負う者」という意味をあげて
いる。四２日目貝の①民①｜の説明は必ずしも奴隷に限られる
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（１）□・官房・名宛人としてのロ・已巨のについては、法文⑳註
（４）四目・目・アンノーナについては、法文⑩註（２）、法文⑳
（１）を参照。これまでのロ・已巨の宛法文（①．②．⑳．
および同法文註（５）を参照。
⑩。⑮。⑭．⑩．⑯．⑭．⑰．⑯．⑲．⑳．⑳．⑳）では
（５）８冒昌◎・カピターティォ税については、法文⑥註（１）
テオドシウス法典（０．口の※弓ロの８．の白目の）（’九）（後藤）
も
の
で
は
な
く
、
本
法
文
も
こ
の
用
例
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た、法文⑳註（２）では、一一一三一一一年のこととして、コーン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
兵
糧
係
や
筆
記
補
に
「
８
己
－
９
三
の
叩
の
如
き
官
職
ポ
ス
ト
を
付
与
し
て
、
政
府
の
正
規
ポ
ス
ト
と
し
、
奉
職
中は人頭税を免除され、ベルフェクティッシミー級ロロ計の‐
房
の
一
旦
と
さ
れ
る
存
在
と
な
っ
た
」
と
説
明
し
た
。
し
か
し
、
］目①の》［昂田七・ｓ①では、コーンスタンティーヌス帝は兵糧
係や筆記袖に「一一一一一一一一一年に初めて８己亘○三の印のような何
ら
か
の
公
的
な
地
位
を
与
え
た
が
、
そ
れ
は
政
府
に
よ
る
正
式
な
雇
用
を
示
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
必
ず
し
も
官
職
ポ
ス
ト
と
理
解
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
ペ
ル
フ
ェ
ク
テ
ィ
ッ
シ
ミ
ー
級
と
な
る
に
は
一
○
年
間
の
勤
続
と
い
う
条
件
が
課
されている他、典拠となる法文も異なっていて三一一一一一一年の
こ
と
で
は
な
い
た
め
、
先
の
説
明
に
は
修
正
が
必
要
で
あ
る
。
他方、の。＆弓のＳｍ）＆ず」・は、本法文と同じ第八巻第一
章
に
採
録
さ
れ
た
後
代
の
法
文
を
も
と
に
拷
問
に
付
さ
れ
得
る
境
遇
を
示
す
も
の
だ
っ
た
と
解
釈
し
て
お
り
、
本
法
文
の
翌
年
に
発
布
さ
れたコーンスタンティーヌス帝による第四法文（法文⑯）
の内容がその拷問を示すと考えている。二四国も８己宣・‐
目一の印を一臼・ウーのの白白のと訳出し、拷問に付され得るもの
だ
っ
た
と
註
を
付
し
て
い
る
。
（１）
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
ー
プ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
〈
首
都
〉
住
民
に
〈宣示す〉。
（９】）
我等は神となった諸帝によるかつての恩恵を確認して、
医師および諸学芸の教師たちは、さらに彼らの妻や息子ら
ム
ネ
ラ
もまた、あらゆる役ｎ口およびあらゆる公共の負担を免れる
ミ
ー
リ
テ
ィ
ア
ことを命じる。すなわ十つ、この者らは国家公務へと縛られ
（３）
（４）
ム
ネ
ヲ
た
り
、
逗
留
者
を
受
け
入
れ
た
り
、
何
ら
か
の
負
担
を
果
た
す
こ
と
は
な
い
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
彼
ら
は
い
っ
そ
う
容
易
に
、
多
く
の
人
々
に
自
由
学
芸
や
上
述
の
技
を
教
授
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
あ
る
』ハノ○ダ
ル
マ
テ
ィ
ウ
ス
と
ゼ
ー
ノ
フ
ィ
ル
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
九
月
二
七
日
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
で
掲
示
す
。
⑳第一一一一巻第一一一章第三法文
を参照。
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ロ・自一巨のはローマ市住民を指していたが、三一一一一一一年に発布
さ
れ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
で
掲
示
さ
れ
た
本
法
文
で
は
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
巾
住
民
を
指
す
。
（２）す①ご＆９ｓご・日日【の〔Ｈｏｂ目Ｑご巨日８三日目〔のｍ・後註（４）
ム
ネ
ヲ
に
も
あ
る
よ
う
に
、
教
師
や
医
師
へ
の
負
担
免
除
特
権
は
帝
政
前
期
か
ら
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ー
ヌ
ス
、
ハ
ド
リ
ア
ー
ヌ
ス
、
ア
ン
ト
ー
ニ
ー
ヌ
ス
Ⅱ
ピ
ウ
ス
、
コ
ン
モ
ド
ゥ
ス
ら
の
諸
帝
に
よ
り
付
与
・
確
認
さ
れてきた。具・の○ｓ○吋のｓの》己屋・②・］・コーンスタンティーヌ
ス
帝
自
身
も
法
文
⑲
で
教
師
や
医
師
が
所
有
す
る
財
産
へ
の
公
課
免
除
を
は
じ
め
と
す
る
優
遇
措
置
を
定
め
、
法
文
⑳
で
は
御
殿
医
・
元
御
殿
医
と
そ
の
息
子
ら
に
、
種
々
の
負
担
や
地
租
を
免
除
し
て
い
る
。
だ
が
、
本
法
文
で
改
め
て
こ
の
表
現
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
ム、千一フ
負
担
か
ら
の
免
除
を
教
師
や
医
師
本
人
の
み
な
ら
ず
そ
の
妻
や
子
に
も認めていることについて、の。ｇ・沖のｓ⑫》＆三・は法文末
尾
の
理
由
づ
け
と
合
わ
せ
て
、
三
年
前
に
開
都
し
た
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
の
人
口
増
大
策
と
考
え
て
い
る
。
（３）＆目三日ご８目Ｈｇの己一・の。〔ご可のｓの》＆ず．｝・はこの表現
が
本
法
典
同
巻
Ⅲ
章
第
一
○
法
文
で
も
軍
事
的
逗
留
者
の
受
け
入
れ
宮のロ〔①の日言胃のの【の９つ①円のと併記されていること、また、
同巻同章第一六法文は教師や医師の子が意に反して「昌一］‐
言
に
連
行
さ
れ
る
こ
と
が
な
き
よ
う
且
日
三
】
胃
】
‐
Ｉ
〔
国
富
員
日
」
命じていることから、これら一一一法文における己三四はご‐
８口Ｅご己国①の白き、すなわち新丘〈の責務を負うことと考え
る
。
し
か
し
、
す
ぐ
前
の
「
あ
ら
ゆ
る
役
目
○
日
号
か
Ｂ
ａ
・
」
と
対
法
政
史
学
第
七
十
二
号
⑩
第
一
巻
第
一
一
三
章
第
一
法
文
（１）
コーンスタンティーヌス帝がフェーリークスに〈一口一示
す〉。
応
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
己
言
凹
を
そ
の
よ
う
に
限
定
的
に
捉
え
る
根
拠
は
乏
し
く
、
広
く
「
国
家
公
務
」
と
訳
し
た
。
国
家
公
務
と
訳
す
己
三
四
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑳
註
（
３
）
お
よ
び
法
文⑳註（４）を参照。
（４）ｇの日①の【の９つのＨ①．『学説彙纂」第五○巻第囚章第一八節
第
三
○
法
文
に
よ
る
と
、
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ー
ヌ
ス
帝
が
文
法
教
師
、
修
辞
学
教
師
、
医
師
、
哲
学
者
に
、
逗
留
者
を
受
け
入
れ
な
く
て
よ
いようロ①ヶ８己の日Ｈ①ロロの【①ご［免除特権を与え、ハドリァー
ヌ
ス
帝
も
そ
れ
を
確
認
し
た
。
こ
の
「
逗
留
者
の
受
け
入
れ
」
と
は
、
移
動
中
の
軍
隊
や
帝
国
官
吏
の
た
め
に
自
宅
を
宿
舎
と
し
て
提
供
す
る
義
務
で
、
帝
政
後
期
に
は
、
と
く
に
遠
征
中
以
外
は
諸
都
市
や
そ
の
郊
外
に
駐
留
す
る
野
戦
機
動
軍
８
目
白
［
の
ロ
の
①
叩
や
近
衛
軍
目一呉巨のために、日宅の一部（本法典第七巻第八章第五
法
文
に
よ
れ
ば
三
分
の
一
）
を
営
舎
と
し
て
提
供
す
る
と
い
う
、
都
市住民にとっては重い負担となった。。［・］。□２回問》弓・
＄』（・》の○三の日伜□言Ｐ二、冒冒用・ミミ』§こ（法文⑪註
（１）所引）》弓・忠‐の、。
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帝
室
財
産
た
る
染
色
工
房
と
織
物
工
房
の
管
理
官
に
よ
っ
て
、
我
（２）
等
の
私
財
は
減
ら
さ
れ
、
織
物
工
房
で
作
ら
れ
た
製
口
叩
は
台
無
し
に
さ
れ
、
加
え
て
、
染
色
工
房
で
は
ま
が
い
物
が
混
ぜ
合
わ
さ
れ
て
不
純な染色液の色むらを生じさせているので、〈かかる不正
に手を染めた〉染色工房と織物工房の管理官は、前述の管
理職をそれによって手に入れているところの推薦〈に基づ
く決定〉から遠ざかるべし。もしも、これに背いて行動す
る
な
ら
ば
、
そ
の
者
ら
は
、
ロ
ー
マ
市
民
の
頭
数
か
ら
除
か
れ
た
者
（３）
と
し
て
剣
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
べ
し
。
ダ
ル
マ
テ
ィ
ウ
ス
と
ゼ
ー
ノ
フ
ィ
ル
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
（４）
○月・・・日アクィレーイアで付与す。
（１）恵一冥・この人物については、法文⑳註（１）参照。
（２）□【一ぐ鯉白二・の（国、ｇの国三四・国の温の【》向ミミ目員一向ロミ（・ミミ
（法文⑳註（３）所引）》の・ぐ・［の弓の国三四］によれば、の弓‐
の白目四は、個人が所有する財産の総体（①．ｍ・印弓の〔目冨目‐
〔の目四）あるいは相続財産の総体（の．、・のｇの白呂四面のＲａ旨‐
房）を指すとあるので、本法文で、□【富国【の印という一般
的な表現ではなく己【富国の弓のロロｇという表現が用いられ
て
い
る
の
は
、
染
色
や
織
物
に
か
か
わ
る
材
料
等
を
も
含
意
し
て
い
る可能性がある。
（３）剣による罰については、法文⑳註（３）参照。
テォドシウス法典（○○口の×弓冨ＣＱＣの国目の）（一九）（後藤）
コ
ー
ン
ス
ヲ
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
カ
ン
パ
ー
ニ
ア
州
総
１
リ
ス
（Ⅵｌ）
督バルバルスⅡボンベー‐イアーヌスに〈宣示す〉。
審理ではなく執行が命じられているとしても、請願の真
（ワ』）
実については調査）（（」れるべきである。それは、，もし欺臓が
介
在
す
る
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
事
柄
に
つ
い
て
織
る
と
こ
ろ
と
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
ダ
ル
マ
テ
ィ
ウ
ス
と
ゼ
ー
ノ
フ
ィ
ル
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
一
月
二
日
ア
ク
ァ
エ
で
付
与
す
。
⑩
第
一
巻
第
二
章
第
六
法
文
（１）因閂冨目の勺○日己の一目Ｐの・一一一二／二一七年のアシァ州総督
の・の呂三この因閂冨目の勺・日ロの己目印の後祷で、おそらくは、
四○○年のアーフリヵ州総督の三口言因閂冨日の勺目】□畠‐
目のの祖父にあたる人物。酉男同」》弓・『］黒（因シ宛因醇宛『の
勺○二〔宅向田シｚごｍｅ．
（２）⑦○三・沖①目印》且■」・は、ここでの「執行の〆の、呂○」は判
（４）三○曰］日の①Ｐ己ず」・》の①①ｎ戸・記へ鷺旦冒も．］馬》団閂ご①の》」く三
回ご言も・己は、法文⑩と同様、本法文もアクァエで付与
さ
れ
た
と
す
る
。
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⑳
第
七
巻
第
一
三
章
第
五
法
文
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
道
長
官
ア
ブ
ラ
ー
（１）
ウィウスに〈一旦示す〉。
（２）
（３）
退
役
兵
た
ち
の
、
あ
る
い
は
隊
長
や
下
士
官
だ
っ
た
者
た
ち
、
そ
の
他
何
で
あ
れ
軍
の
等
級
に
あ
っ
た
者
た
ち
の
息
子
が
、
も
し
虚
弱
か
つ
病
弱
で
あ
る
な
ら
ば
、
都
市
参
事
会
に
加
え
ら
れ
る
べ
し
。
そ
の
際
、
家
産
に
恵
ま
れ
な
が
ら
軍
務
に
不
適
格
な
者
た
ち
を
参
事
会
〈員〉の集団へと汝が結びつけること。我等の目の届く範
囲
で
、
美
食
に
よ
っ
て
柔
弱
に
な
っ
た
と
我
等
が
見
極
め
た
者
た
ち
に
対
し
て
も
、
我
等
は
こ
れ
を
行
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
い
っ
た
者
た
ち
の
う
ち
家
長
で
あ
り
、
か
つ
公
け
の
義
務
〈
を
担
う
の
〉
法
政
史
学
第
七
十
二
号
決
の
執
行
で
は
な
く
、
請
願
に
応
え
て
訴
訟
係
属
中
に
勅
答
が
命
じ
る何らかの執行を指し、したがって「審理８旨ｇ」は中
間
裁
決
を
指
す
と
し
た
う
え
で
、
本
法
文
は
、
勅
答
が
中
間
裁
決
で
は
な
く
執
行
を
命
じ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
勅
答
の
執
行
者
は
請
願
の
真
実
性
や
信
瀝
性
に
つ
い
て
調
査
す
る
べ
き
こ
と
を
定
め
た
と
解
し
て
い
る
。
な
お
、
中
間
裁
決
に
つ
い
て
は
、
本
文
⑳
、
⑩
、
⑳を参照のこと。
に
相
応
し
い
者
た
ち
が
、
都
市
参
事
会
員
の
数
を
増
す
た
め
に
選
別
さ
れ
る
べ
き
こ
と
。
そ
し
て
、
各
都
市
の
参
事
会
は
、
気
力
と
体
力
ゆ
え
に
国
家
の
防
衛
に
相
応
し
い
者
た
ち
を
除
い
て
、
〈
公
け
の
義
務
を
担
う
の
に
〉
相
応
し
い
と
承
知
し
て
い
る
者
た
ち
を
指
名
す
る
（４）
の
を
祷
踏
う
べ
き
で
は
な
い
と
留
意
す
べ
し
。
他
方
、
各
辺
境
の
指
（５）
揮官にも、くう後は退役兵の息子で役に立たない者が誓約で
（６）
縛られることがないよう我等は要請した。〈指揮官たちは〉
既
に
〈
入
隊
を
〉
認
め
ら
れ
た
者
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
調
査
す
べし。かくて〈軍務に〉相応しくないと判明した者は、誓
約
を
解
か
れ
た
上
で
貴
官
の
も
と
へ
送
致
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ダ
ル
マ
テ
ィ
ウ
ス
と
ゼ
ー
ノ
フ
ィ
ル
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
一
月
一
三
Ⅱ
に
付
与
し
掲
示
す
。
（１）ご官言・この人物については、法文⑪註（１）を参照。
その他、法文⑳、⑳、⑭、⑳、⑳の名宛人となっている。
ａ・帛由」内向・一）つつ．②（（同一・レウ一四ヶ旨の←）。
（２）ロＢＢＣの旨の。「隊長」については、法文⑦註（３）および
法文⑯註（１）を参照。
（３）頁○斤、［・『・「下士官」については、法文⑦註（２）、法文
⑳註（３）、法文⑳註（８）を参照。
（４）ここで「辺境」と訳出した｝一己①叩は、〔ご●ミロ目冒ミ
ロミ一○言②（四ａ①□・》。×烏。ａ］ｇ①））の・ぐ・［一】白のの］によれば、
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（
５
）
Ｓ
８
ｍ
・
共
和
政
期
か
ら
□
貝
は
非
公
式
に
軍
隊
の
指
揮
官
を
示
す
用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
が
、
デ
ィ
オ
ク
レ
ー
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
帝
治
世
に
は
、
辺
境
地
帯
の
一
定
の
領
域
の
軍
事
指
揮
官
を
示
す
専
門
用
語
と
な
っ
た
。
□
貝
の
置
か
れ
た
地
域
で
は
、
州
総
督
は
軍
事
指
揮
権
を
失
い
、
□
目
が
そ
れ
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
文
武
両
官
職
の
分
離
は
デ
ィ
オ
ク
レ
ー
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
帝
治
世
に
は
貫
徹
さ
れ
て
お
ら
ず
、
恐
ら
く
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
治
世
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ａ
・
］目の⑫》佶昂田》己・きｍ－ｐ且）ミロ冒昌ミロミご冒昌（四ａの□・》○メー
ヨニや①①）》の．ぐ・［Ｑ貝］。
（６）８弓の已白９．８弓の巳・は、本来、「共に来る」「一致する」
と
い
っ
た
意
味
を
も
つ
が
、
本
法
典
に
収
録
さ
れ
た
本
法
文
よ
り
前
テォドシウス法典（ＣＣＱの〆弓冨己◎の国目の）（一九）（後藤）
本
来
、
地
所
の
境
界
で
あ
る
と
同
時
に
両
者
を
結
ぶ
よ
う
な
通
路
の
こ
と
を
示
す
測
量
者
の
用
語
だ
っ
た
。
軍
事
的
な
意
味
で
は
、
当
初
は
敵
地
へ
入
り
込
む
軍
用
道
路
を
示
し
て
い
た
が
、
征
服
が
済
ん
だ
後
に
は
、
ロ
ー
マ
帝
Ｍ
支
配
地
域
と
そ
れ
以
外
の
地
域
を
分
け
る
境
界
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
道
路
だ
け
で
は
な
く
監
視
堵
や
砦
と
い
っ
た
境
界
地
帯
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
施
設
の
総称が｝目①⑪ということになる。他方、因・房ｇ○二の三①目‐
冒困Ｃ｛ｓの目①日］の巨蔦因己口菖ご薑》●滝の量］①蚤弓。届、‐
』合は、一一一世紀末以降の一言ののが示す意味内容について、
監
視
塔
や
砦
と
い
っ
た
防
御
施
設
ま
で
含
め
る
見
方
を
批
判
し
、
次
註
で
述
べ
る
□
目
指
揮
下
に
あ
る
辺
境
地
帯
を
示
す
も
の
と
考
え
て
し】
る
○
⑩
第
一
四
巻
第
四
章
第
一
法
文
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
道
長
官
パ
ー
カ
ー
テ
ィ
ア
ー
（１）
ヌスに〈一旦示す〉。
（２）
「豚商人」の組〈口が少人数になっていることに鑑みて、
我
等
は
、
こ
の
者
た
ち
が
ロ
ー
マ
市
住
民
の
立
会
い
の
も
と
で
、
誰
に
免
除
が
与
え
ら
れ
、
誰
に
負
担
が
あ
た
っ
て
い
る
か
を
宣
告
す
る
よ
う
命
ず
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
者
た
ち
が
人
々
の
良
く
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
「
船
主
」
の
財
産
の
例
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
（３）
である。かくして、一」の者たちは自分の財産が「豚商人」
ム
ネ
ラ
の負担に結び付けられていることを認識し、〈以下に述べ
る
〉
二
つ
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
を
選
ぶ
べ
し
。
す
な
わ
ち
、
「
豚
商
一一一三四年 の法
文
で
は
、
三
人
称
単
数
で
「
適
切
で
あ
る
」
「
相
応
し
い
」
と
い
っ
た
意
味
を
示
す
か
、
あ
る
い
は
受
動
態
で
「
請
求
さ
れ
る
」
と
い
っ
た
意
味
を
示
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
出
２
日
目
貝
の①民の｜》ｍ・ぐ・［８己の弓の］の示す「要請する臣言ａの日」「忠
告する日昌ごｇ」といった意味で理解している。
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人」の義務に結びつけられた財産を保持して、自ら「豚商
人
」
の
務
め
に
責
を
負
う
か
、
あ
る
い
は
自
ら
が
望
む
適
格
な
者
た
ち
を
指
名
し
、
そ
の
者
た
ち
が
必
要
な
務
め
を
果
た
す
か
で
あ
る
。
ム
、
ネ
ラ
我等は何ぴともこの事柄に関する負担から逃れることを許
さ
ず
、
も
し
名
誉
で
高
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
何
ら
ム、不一フ
かの欺臓によって、〈この負担を〉逃れている者たちがあ
れ
ば
、
そ
の
者
た
ち
が
呼
び
戻
さ
れ
て
、
ロ
ー
マ
市
住
民
が
見
守
ム
ネ
ラ
リ
、
耳
を
傾
け
る
中
で
ま
さ
に
こ
の
負
担
が
完
遂
さ
れ
る
こ
と
を
我
等は命ずる。また、その者たちについて我等に報告がなさ
れ
る
こ
と
を
命
ず
る
。
そ
れ
は
、
か
か
る
好
計
を
用
い
た
者
た
ち
に
対して我等が罰則処置を下すためである。そして、今後は
こ
の
義
務
か
ら
の
免
除
は
何
ぴ
と
に
も
一
切
与
え
ら
れ
て
は
な
ら
ず
、
も
し
〈
免
除
を
与
え
る
よ
う
な
〉
恩
恵
が
無
効
と
さ
れ
た
後
に
〈免除を〉くすね取ることができた者があれば、その者は
（４）
生〈叩を失う危険をも引き受けることとなろう。
オ
プ
タ
ー
ト
ゥ
ス
と
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
三
月
（５）
八
日
ロ
ー
マ
で
付
与
す
。
（１）勺凶旦言巨の．この人物については、法文⑪註（１）を参
照。一一一一一一二年から一一一三七年にかけて、副帝コーンスタン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
、
次
い
で
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
も
と
で
法
政
史
学
第
七
十
二
号
イ
ー
タ
リ
ア
道
長
官
を
務
め
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
法
文
⑭
、
⑪
の名宛人でもある。、【・画記向・一七・①、①（Ｆ・勺呂言勺四ｓ〔言巨の
図）。
（２）の目昌・「豚商人」およびローマ市への豚肉供給制度につ
いては、法文⑳註（２）。（３）を参照。
（
３
）
本
法
文
で
範
例
と
さ
れ
て
い
る
「
船
主
」
の
負
担
割
当
と
し
て
、
とりわけ法文⑪に述べられている内容が念頭に置かれてい
ると思われる。、［・の。＆Ｃ沖①目印》＆す・一・「船主」とその負担
に
つ
い
て
は
他
に
も
法
文
⑭
と
そ
の
註
（
２
）
、
法
文
⑪
、
⑳
を
参
召、。
Ⅱ
小
（４）Ｅ〔囚已曰己ぐの［国日巨の曰の。⑫）Ｐ已冨●（のＨｍ－ぐの円の四〔一○口①巨［の］
⑫］ご【］》ロの【の一】口巨。｛巨口の〔一○二】⑫苣巨一口のご山の四は○口①ご■一一一つのロ芦屋の
日ウ巨のロ＆・の①□①。□巳のｇ二つの【①□Ｃ曰の畳つＣの（すのロのｍの旨日一口耳‐
白四目巳田一言の①冨日ロ①１２｜巨白のｇ旨８．本法文は二目二つの
写
本
か
ら
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
箇
所
に
は
写
本
上
欠
落
が
あ
り
、
内
容
の
理
解
と
テ
キ
ス
ト
の
復
元
と
が
相
互
に
密
接
に
関
わ
り
あ
っ
て
いる。欠落は〔の垣ぐの【の昌目①巨…・以下から、ロの二言のの前ま
で（ロー】は目写本では欠けている）の部分である。三・日‐
日の①ロは〔①【ぬ｝ぐの円の昌自①巨…の部分を（のＨ旧く①円の三目の巨［⑫一
の言］と補い、さらにそれに続く部分に弓写本とシ・宅の胃自
に
よ
る
補
い
に
基
づ
い
て
、
上
述
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
の
復
元
を
行
っ
て
い
る
。
本
文
中
で
「
そ
れ
は
、
か
か
る
好
計
を
用
い
た
者
た
ち
…
…
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
ろ
う
」
と
訳
出
し
た
箇
所
は
こ
の
三
。
日
日
の
８
版
の
テ
キ
ス
ト
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
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「
〈
免
除
を
与
え
う
る
〉
恩
恵
」
と
は
具
体
的
に
は
、
法
文
⑰
に
み
る
よ
う
な
位
階
に
付
随
す
る
免
除
特
権
と
い
っ
た
も
の
を
意
味
す
る
こ
ととなろう。また、の葵の．ご＆ご寅記ミ蔦（法文⑳註（７）
所列）も．②缶はそれに加えて元首の勅答や覚書によって得
られた免除の可能性も指摘し、ミュも．＄囚では場ムロによっ
て
は
時
間
的
に
隔
た
り
が
あ
る
と
は
い
え
、
マ
ー
ク
セ
ン
テ
ィ
ウ
ス
政
権
下
で
得
ら
れ
た
諸
特
権
に
対
す
る
処
置
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
推
測
し
て
い
る
。
他方、のＣＳＣ可のｓのは当該箇所が写本では巨国目目号の【‐
〔四『ご巨、】ロ①◎の）ＰＥ】ず四の（①【ぬ】ご①Ｈｍｍ〔】○二の口巨一一】つ①ご】［巨の【国ワ臣①ｐＱｍの）
』□①○）□巨一の巨ウロ己①［の己。〔巨①ご〔■ロ○ｍ〔す①□の｛－，曰巨Ｒご一口ｍＨＲ二四〔巨ロ〕）の四０
一己⑫①９日ロ①１２一目］⑫弓言８となっていると指摘した上
で、これを昌目】日己ぐ①耳臼目の旨の○ｍ“向①Ｐ已冨、〔の温】『①円の四‐
〔］。□①】已巨一一一つのロー〔この〔【一つこの二口②）ｎ画の〔のＲＣＣ巨一の臣ケＲのロのＨ①□○庁巨の口〔）
ロ○ｍ〔ウ①ロのｍの旨ヨヨｍＨ日昌巨日》⑫四一口〔】ｍの〔団目】ロのユ、巨一巨口】の巨亘【ＥＲＣ
と
復
元
す
べ
き
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
訳
は
「
そ
れ
は
、
こ
の
者
た
ち
に
対
し
て
我
等
が
罰
則
処
置
を
下
す
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
何
ぴ
と
に
も
一
切
認
め
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
の
好
計
を
用
い
て
、
あ
る
い
は
他
の
何
か
し
ら
の
手
段
を
用
い
て
、
〈
免
除
を
与
え
る
恩
恵
を
〉
く
す
ね
取
る
こ
と
が
で
き
た
者
が
あ
れ
ば
、
そ
の
者
は
そ
の
恩
恵
が
無
効
と
さ
れ
た
後
、
そ
の
生
命
を
失
う
危
険
を
も
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
ろ
う
」
と
な
る
。
（５）三・日白ののＰ昌彦」・は「付与」ではなくむしろ「掲示」で
あろうとする。明確な理由は述べていないが、三・白日の①Ｐ
テオドシウス法典（ｏ・ロ関日ロのａＣの一目巨⑫）（一九）（後藤）
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
ヒ
ス
パ
ー
ニ
ア
諸
州
（１）
の総驍セウェールスにく》日一示す〉・
最
初
の
結
婚
の
絆
を
失
っ
た
父
親
た
ち
の
一
部
が
、
血
縁
の
情
を
（２）
踏
み
に
じ
っ
て
息
子
た
ち
の
破
滅
へ
と
急
ぎ
、
再
婚
し
た
の
ち
に
、
息
子
た
ち
の
財
産
に
対
す
る
よ
り
大
き
な
役
割
を
自
ら
の
た
め
に
主
張
し
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
父
親
た
ち
は
息
子
た
ち
の
財
産
に
対
す
る
用
益
権
者
に
留
ま
っ
て
い
た
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
財
産
を
ど
う
使
っ
て
も
よ
い
と
信
じ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
孤
児
の
状
態
に
留
ま
っ
て
い
た
息
子
た
ち
に
は
、
所
有
す
る
機
会
も
訴
え
る
機
会
も
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
の
ご
と
く
決
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
誰
で
あ
れ
父
親
は
、
再
婚
し
た
の
ち
に
は
、
前
妻
の
も
の
で
あ
っ
た
財
産
に
関
す
る
権
利
が
自
ら
の
も
⑱
第
八
巻
第
一
八
章
第
三
法
文
ぐ○二七・ｏｎ〆浅目で一一一三四年のコーンスタンティーヌス帝は
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
と
そ
の
周
辺
で
活
動
し
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
ロ
ー
マ
に
い
た
と
は
考
え
に
く
い
からであろう。の①の民》記級富冨）ロ」缶》、旧冗向・」ｏｎ・ロ（・も
「掲示」し了して理解している。
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と
に
留
め
お
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
は
考
え
な
い
よ
う
に
。
た
だ
し、未成年者たちが〈成人と〉認められた年齢にあると見
（３）
な
き
れ
る
ま
で
の
後
見
役
に
つ
い
て
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
加
え
て、節度ある我等は、すべて〈の財産〉が息子たちのため
に
保
全
さ
れ
、
ま
た
回
復
さ
れ
る
こ
と
を
命
じ
る
。
オ
プ
タ
ー
ト
ゥ
ス
と
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
三
月
三
○
日
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
で
掲
示
す
。
（１）のｇの日の．この人物については、法文⑪註（１）参照。
（２）本法文は、コーンスタンティーヌス帝が、家子による母
方
財
産
の
机
続
に
関
し
て
定
め
た
三
つ
の
法
の
う
ち
の
一
つ
（
他
の
二
法
文
は
法
文
⑲
と
法
文
⑩
）
。
し
た
が
っ
て
、
本
法
文
に
あ
る
「
最
初
の
結
婚
の
絆
を
失
っ
た
父
親
た
ち
」
と
は
、
妻
と
死
別
し
た
者
た
ち
を
指
す
。
ま
た
、
「
息
子
た
ち
の
破
滅
」
と
は
、
法
文
⑲
が
禁
じ
て
い
る
「
父
親
が
窓
意
的
に
卑
属
を
見
捨
て
る
こ
と
」
で
あ
り
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
父
親
が
、
相
続
に
よ
っ
て
息
子
に
帰
属
し
た
母
方
財
産
に
損
害
を
与
え
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
（３）法文⑲および⑩は、相続によって息子に帰属した母方財
産
に
対
す
る
用
益
権
を
、
息
子
が
自
権
者
に
な
る
ま
で
の
あ
い
だ
父
親
に
認
め
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
父
親
の
再
婚
の
こ
と
は
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
再
婚
を
き
っ
か
け
に
し
て
父
親
が
、
本
来
は息子のものであるはずの母方財産に損害を与える事態が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
承
け
て
、
本
法
文
は
、
再
婚
し
た
父
親
に
は
用
法
政
史
学
第
七
十
二
号
⑮
第
八
巻
第
一
章
第
四
法
文
同
Ｔ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
ア
シ
ァ
管
区
代
官
（１）
ウェーローニキアーヌスに〈宣示す〉。（２）
様
々
な
州
総
督
に
仕
え
る
財
務
担
当
官
た
ち
の
負
欲
で
好
智
に
長
（３）
（４）
け
た
謀
は
、
か
っ
て
も
我
等
が
定
め
、
今
も
ま
た
同
様
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
、
妨
げ
ら
れ
る
べ
き
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
者
た
コンディキオー（５）
ち
は
拷
問
を
受
け
る
と
い
う
境
遇
に
置
か
れ
、
馬
形
器
具
や
引
き裂き〈の拷問〉に服し、二年間を越えてこの職務を果た
し
て
は
な
ら
な
い
。
後
略
。
オ
プ
タ
ー
ト
ゥ
ス
と
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
五
月
一九日に付与す。
（１）『のＨ・己Ｑ目色の．一一一一一一四～一一一三五年にアシァ管区代官を務め
たこと以外には知られていない。、｛・両国田・一『ロ。①目（ご両‐
内○三【房ｚこの己．
（２）目曰の【且一・「財務担当官」と訳出した目日①【目色のは、以
前
の
白
目
一
四
【
言
と
同
じ
職
務
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
詳
し
益権を認めず、後見役のみを認めるに至った。＆・蚕の①【〕
□自己ミ時ミコミミ＆邑閂（法文⑮註（３）所引）七・四］の。
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⑯
第
八
巻
第
一
五
章
第
二
法
文
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
ア
シ
ァ
管
区
代
官
（１）
ウェーローニキアーヌスに〈宣示す〉。
（５）８＆一口。〔○日のロ〔○日目・の。＆○吋のＳｍは法文⑭に対するコ
メ
ン
タ
リ
ィ
の
中
で
、
本
法
文
を
は
じ
め
と
す
る
本
法
典
第
八
巻
第
一
章
に
採
録
さ
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
法
文
に
示
さ
れ
た
拷
問
を
受
けるという「境遇８己亘・」が８己亘・目一ののの意味だと考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
８
己
己
・
昌
一
の
印
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
は
異
な
る
見
方
も
示
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
法
文
⑪
註
（
３
）
を
参
刀口、○
くは、法文⑭註（３）を参照。
（３）本法文と次の法文⑩は名宛人およびｍｇｍａ已○が同一で
あ
る
た
め
、
本
来
は
一
体
の
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
財
務
担
当
官
た
ち
の
貧
欲
で
好
秤
に
長
け
た謀」については、その法文⑱を参照のこと。
（４）財務担当官については日盲｝閂冨として法文⑳で一一一一口及さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
法
文
⑳
は
昇
進
順
序
に
関
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
法
文
の
内
容
に
先
行
す
る
も
の
と
は
言
い
難
く
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
か
つ
て
我
等
が
定
め
」
た
と
い
う
法
が
何
テオドシウス法典（０．□①×日冨・ロ・の一目この）（一九）（後藤）
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
か
つ
を
示
す
の
か
は
明
確
で
は
な
い
。
⑩
第
一
巻
第
二
二
章
第
二
法
文
（１）
同（Ⅱコーンスタンープィーヌス）帝がアンドロニークス
に〈宣示す〉・
プ
ピ
ッ
リ
ー
（
２
）
未成年者や寡婦、土ふたは病気で衰弱している者、および
身
体
に
障
害
の
あ
る
者
た
ち
を
相
手
取
っ
て
、
慈
悲
深
き
我
等
の
裁
判
が
求
め
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
我
等
の
裁
判
官
の
何
ぴ
前
略
。
我
等
は
地
方
住
民
た
ち
に
以
下
の
権
能
を
与
え
る
。
す
な
わ
ち
、
様
々
な
州
総
督
に
仕
え
る
財
務
担
当
官
た
ち
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
売
却
を
強
い
ら
れ
た
、
と
誰
で
あ
れ
不
平
を
持
つ
者
は
、
そ
れ
ら
を
無
効
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
不
当
に
売
却
さ
れ
た
も
の
は
売
却
者
の
所
有
の
も
と
に
戻
り
、
不
法
で
呪
わ
れ
る
べ
き
購
入
者
は
代
金
の
喪
失
に
よ
っ
て
も
罰
せ
ら
れ
る
べ
き
こ
と
。
オ
プ
タ
ー
ト
ゥ
ス
と
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
五
月
（２）
一九日に付与す。
（１）『の８己の言巨の．法文⑯註（１）を参照。
（２）本法文のｍｇｍａ目。および名宛人は先の法文⑯と同一で
あ
り
、
も
と
は
一
体
の
法
文
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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と
に
よ
っ
て
も
、
上
記
の
者
た
ち
が
我
等
の
宮
廷
に
出
頭
す
る
よ
う
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
者
ら
は
、
原
告
と
証
人
た
ち
、
あ
る
い
は
証
拠
が
存
在
す
る
州
内
に
お
い
て
係
争
の
運
を
試
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
者
ら
が
各
自
の
州
の
境
界
を
越
え
る
こ
と
を
強
要
さ
れ
な
い
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
注
意
が
払
わ
プ
ピ
ッ
リ
ー
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
未
成
年
者
や
寡
婦
、
そ
し
て
運
〈
叩
の
苛
酷
さ
に
よ
り
悲
惨
な
状
態
に
あ
る
他
の
者
た
ち
が
、
清
明
な
る
我
等
の
裁
判
を
懇
願
す
る
と
き
に
は
、
と
り
わ
け
彼
ら
が
何
ぴ
と
か
の
権
勢
を
ひ
ど
く
恐
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
彼
ら
の
相
手
方
の
方
が
、
我
等
の
審
理
の
た
め
に
出
頭
す
る
よ
う
強
い
ら
れ
る
べ
き
こ
と
。
オ
プ
タ
ー
ト
ゥ
ス
と
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
六
月
一
七
日
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
で
付
与
す
。
（
１
）
シ
己
【
Ｃ
己
目
印
・
本
法
文
を
受
領
し
た
こ
と
以
外
は
知
ら
れ
て
い
な
い。の｛．、ロ白・一》己・の←（ど］ｓ・已目の］）。
（２）自己二・法律上の行為能力に影響を及ぼす年齢段階を示す
語
の
一
つ
。
ロ
ー
マ
法
で
は
元
来
、
女
子
一
二
歳
・
男
子
一
四
歳
頃
を境に「未成熟者」言□ｇ①⑰と「成熟者」□弓のｍとに分け、
前
者
が
家
父
を
失
っ
た
場
合
は
後
見
人
を
付
し
て
い
た
が
、
前
二
世
紀
以
降
、
成
熟
者
で
あ
っ
て
も
二
五
歳
未
満
の
者
は
日
冒
貝
と
し
て
区
分
さ
れ
、
し
だ
い
に
保
佐
人
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
法
文
⑮註（２）・法文⑰註（２）参照）。己昌冒のという語はヨー
法
政
史
学
第
七
十
二
号
ロ弓①ｍと同義であったが、帝政後期になると「未成熟者」
を指す百℃ｇののやつ巨已一房の使用が減るのに対し、狭義で
は
二
五
歳
未
満
成
熟
者
を
指
す
三
目
【
が
、
「
未
成
熟
者
」
も
含
む
二
五
歳
未
満
の
す
べ
て
の
者
Ⅱ
「
未
成
年
者
」
を
意
味
す
る
用
例
が
増
え
る
（
法
文
⑯
註
（
４
）
参
照
）
。
た
と
え
ば
法
文
⑳
で
は
、
未
成熟者己巨已一巨のと一一五歳未満成熟者四目目印を合わせて己‐
目【としているし、法文⑮や⑮。⑯。⑰等における目ごＣＲ
も
二
五
歳
未
満
者
す
べ
て
を
指
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
年
齢
段
階
を
示
す
語
の
本
法
典
に
お
け
る
用
法
に
は
混
乱
も
見
ら
れ
、
た
と
え
ば
法
文
⑫
で
は
冒
頭
で
目
ご
貝
が
呂
已
白
の
と
の
対
比
で
「
未
成
熟
者
」
の
意
味
で
Ⅲ
い
ら
れ
な
が
ら
、
川
節
で
は
「
未
成
年
者
」
す
な
わ
ち
一
五
歳
未
満
者
す
べ
て
を
桁している（法文⑫註（２）（５）（６）参照）。また、本
来
は
二
五
歳
未
満
か
そ
れ
以
上
か
を
問
わ
ず
「
成
熟
者
」
を
意
味
す
るＤｇ①⑫の語が、法文⑯では「二五歳未満成熟者」の意味
で用いられている（法文⑩註（４）参照）。宮口一一巨のについ
て
も
、
上
述
の
よ
う
に
法
文
⑳
で
は
「
未
成
熟
者
」
と
い
う
本
来
の
語
義
で
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
つ
ね
に
「
未
成
熟
者
」
を
指
す
と
は
限らない。西①巨日目貝の①具の｝》、。ご・［已已｝巨、（已已一四）］に
は、①未成熟者、②狭義の未成熟者、つまり〈父の死亡等
に
よ
り
〉
も
は
や
父
権
下
に
は
な
い
が
、
〈
目
権
者
と
な
っ
た
が
ゆ
えに〉後見下にある未成熟者、③〈未成年者、つまり〉一
般
に
、
な
お
年
齢
の
ゆ
え
に
後
見
（
保
佐
の
貝
四
も
含
む
）
下
に
あ
る
者
、
被
保
佐
人
、
被
後
見
人
、
と
い
う
三
通
り
の
意
味
が
挙
げ
ら
九
○
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同
Ｔ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
道
長
官
パ
ー
カ
ー
（１）
一ナィアーヌスに〈宣示す〉。
我等のもとでは国庫の保護よりも私人たちの一一一一口い分が優
（２）
先
さ
れ
る
と
は
い
え
、
，
も
し
複
数
の
者
た
ち
が
我
等
か
ら
国
庫
の
防
（３）
御
〈
と
い
う
職
務
〉
を
得
て
い
る
と
き
は
、
我
等
は
以
下
の
よ
う
に
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
他
の
者
た
ち
よ
り
も
後
に
こ
の
恩
恵
を
寛
裕
な
る
我
等
か
ら
取
得
し
た
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
他
の
者
た
ち
よ
り
も
潔
癖
さ
に
お
い
て
勝
り
、
学
識
に
お
い
て
優
れ
、
実
証
さ
れ
た
信
義
に
お
い
て
厚
い
と
認
め
ら
れ
た
者
が
、
他
の
者
た
ち
に
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
オ
プ
タ
ー
ト
ゥ
ス
と
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
七
月
⑯
第
一
○
巻
第
一
五
章
第
二
法
文
テオドシウス法典（ＯＣｑ関日冨・ＱＣの国目の）（一九）（後藤）
れている。本法文と同様、寡婦と並んで已已一巨のに特別の
寛恕が与えられている法文⑳では、後見人への言及および
冨弓の【のｍの語も使われていることに鑑み、②の意味を採
り「後見下の未成熟者」と訳出した。だが、自己一一と寡婦
の
み
な
ら
ず
弱
者
全
般
の
保
護
を
調
っ
て
い
る
本
法
文
で
は
、
最
も
広義の③の意味で採った。
⑳
第
二
巻
第
三
九
章
第
三
法
文
五
日
シ
ン
ギ
ド
ゥ
ヌ
ム
で
付
与
す
。
（１）囚８〔言巨の・この人物については、法文⑭註（１）参照。
（２）の〔の一己＆○Ｈｇ已口・のロロぐ四（◎日日８巨の回の、〔Ｐ尽日房の二Ｅ〔の一四・
具体的な内容は明らかではないが、のＣｓ・可のＳｍ）＆ず」・は
以
下
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
国
庫
の
保
護
よ
り
も
私
人
た
ち
の
言
い
分
が
優
先
さ
れ
る
」
こ
と
は
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
自
身
に
よ
っ
て
も
実
践
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
も
し
皇
帝
に
よ
っ
て
複
数
の
私
人
が
代
訴
官
に
任
命
さ
れ
て
い
る
本
件
の
よ
う
な
蝋
案
に
お
い
て
も
「
私
人
た
ち
の
言
い
分
が
優
先
さ
れ
る
」
こ
と
に
な
れ
ば
、
誰
が
代
訴
官
に
ふ
さ
わ
し
い
の
か
で
は
な
く
、
誰
が
岐
初
に
代
訴
官
に
任
命
さ
れ
た
の
か
が
探
求
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は
、
凶
庫
の
利
益
を
考
慮
し
て
代
訴
官
に
ふ
さ
わ
し
い
者
を
優
先
さ
せ
た
のである。
（
３
）
本
巻
本
章
の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
代
訴
官
＆
ご
Ｃ
ｓ
日
の
房口の職務のことを指す。、｛・の○ｓ・可①Ｓｍ》＆・ず。｝・代訴官
己ご◎日日の房口については法文⑰、⑱および法文⑰註（２）
を参照。
九
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法
政
史
学
第
七
十
二
号
プ
ラ
エ
セ
ス
（
１
）
同（Ⅱコーンスタンーナィーヌス）帝が州総督ユーリアー
（２）
ヌスに〈一日一示す〉。
我等はかつてすでに、証人たちは証言を行う前に誓約の
ホ
ネ
ス
テ
ィ
オ
ー
レ
ス
（
３
）
聖性によって縛られるべきこと、また、より名誉ある証人
た
ち
の
方
に
信
が
置
か
れ
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
。
（４）
⑪
同
様
に
我
等
は
、
裁
判
官
た
ち
の
何
ぴ
と
も
、
い
か
な
る
訴
訟
に
お
い
て
で
あ
れ
、
た
だ
一
人
の
証
言
が
聴
き
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を安易に許すべきではない、と命じた。そして今、我等は
明白に命じるものである。ただ一人の証人の証一一一一口は、たと
（５）
えその昔が極めて古同貴な元老院の名誉によって光り輝いて
（６）
い
る
と
し
て
も
、
決
し
て
聴
か
れ
て
は
な
ら
ぬ
、
と
。
オ
プ
タ
ー
ト
ゥ
ス
と
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
八
円
二
五
日
ナ
ィ
ッ
ス
ス
で
付
与
す
。
（１）官凹のの①叩・法文⑳註（５）を参照。
（
２
）
三
宮
５
．
本
法
文
を
受
領
し
た
こ
と
以
外
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
、｛・国記向・一己・←＄（二Ｆ房三くの①）。
（３）ごロの＆・閂のの．ハドリアーヌス帝治下に現れ、一一一世紀初頭
ま
で
に
は
共
和
政
期
以
来
の
ロ
ー
マ
市
民
・
非
市
民
と
い
う
区
分
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
社
会
区
分
で
、
ロ
ー
マ
市
民
権
の
有
無
に
関
わ
ら
ず都市参事会員、退役兵、さらに上層の騎士や元老院議員
が
、
「
ホ
ネ
ス
テ
ィ
オ
ー
レ
ス
（
公
職
に
基
づ
く
名
誉
で
優
る
者
た
ちことされ、それ以外の全自由民は「フミリオーレス言‐
己一一・【①の」とされた。、こ目①⑫》門弟局）ロ」『．この区分はとり
わ
け
刑
罰
に
関
連
し
て
重
要
で
あ
り
、
礁
刑
や
野
獣
刑
に
よ
る
死
刑、拷問など肉体に加えられる刑罰は、フミリオーレスに
のみ適用された。また、フミリオーレスであれば死刑が適
用される事例でも、ホネスティオーレスであれば追放刑で
す
む
こ
と
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
追
放
の
場
合
も
、
ホ
ネ
ス
テ
ィ
オ
ー
レスには追放刑Ｈ①一の、畳・が適用されるのに対し、フミリ
ォ
ー
レ
ス
に
は
流
刑
Ｑ
ｇ
ｏ
Ｒ
畳
・
が
適
用
さ
れ
た
（
法
文
⑩
註
（２）参照）。、｛・因の田の【・雪旦＆８三句ロミミロミ（法文⑳註
（２）所引）》の．ぐ・［言旦一一・【①の］．
ただし、○・岳・可８５己ず・一・は、本法文末尾の己日の、一日四
，三四（後註（５）参照）という表現も勘案すると、ここで
のごロ①のぎ【の⑰という語は明らかに「元老院議員」と理解
し
得
る
と
す
る
。
（４）の一三一一日・【の．本法文の最初の文で言われる「かつてすでに
国日昌自目」命じたのと「同様に」、の意であろう。の。＆。‐
沖のｓ⑫》昌彦」・はこれらの表現から、コーンスタンティーヌ
ス
帝
は
本
法
文
以
前
に
証
人
に
関
し
て
二
つ
の
勅
法
を
川
し
て
い
た
と考えるが、本法文から類推されること以外は不明。
（５）ロ『四の、一四『：三Ｐ勺宮口は、ローマ元老院を指す可能性もあ
るが、おそらくは都市参事会を指しているとする。前註
（３）で言及したように、の○二弓の昌印》＆ず」・はこの表現は
元
老
院
を
指
す
と
考
え
る
が
、
何
時
に
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
九
二
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⑳
第
一
三
巻
第
四
章
第
一
法
文
（１）
コーンスタンーナィーヌス帝がフェーリークスに〈宣示
す〉・建築師ができるだけ多く必要とされているが、〈多くは〉
ス帝が証人に関して定めた最初の勅法（前註（４）参照）
以降、都市参事会員も言己の⑫〔】、ご己のの〔一・【①⑫と呼ばれ得る
ことに気づいた何帝が、本法文です目の⑫［言①ｍの指示対象
を
明
確
に
し
た
と
考
え
る
。
（６）昌巨口旨の。日已ご◎〔①の［］の【①のロ○口の］◎己。ご凶巨曰四〔巨円・の①弓。辱の□巨の》
＆戸一・は、コーンスタンティーヌス帝が本法文以前に出し
た証人に関する二番目の勅法では「安易に～してはならぬ
二．口註Ｑｌ①」という表現であったのを、本法文で。『冒曰。ご目
という議論の余地を残さない表現に改めたと考える。そし
て
、
二
目
目
昌
ご
［
と
い
う
表
現
か
ら
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス帝はただ一人の証人に信が置かれることがないよう望ん
だ
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
証
人
が
一
人
し
か
い
な
い
場
合
は
、
そ
もそも最初からその証言を聴くべきでないとした、と考え
る。このの。二・可のＳｍの考えに従い、ここでは【①の己目の一◎
を「応答」ではなく、「証一言」と訳した。、〔・田の目］：こ
ののｎ戸①｝〉の。ぐ・［【①の□。ご□の［の］。
テオドシウス法典（ＯＣｑの〆弓冨・□◎の国目⑰）（一九）（後藤）
いないので、貴官は、アーフリカ諸州において、一八歳程
度で自由学芸に触れたことのある者たちをこの学問へと駆
（２）
り立てるべし。彼らにとってこの学問が望ましいものとな
るよう、彼ら自身と彼らの親たちが個々人に課されるのを
（３）
（４）
常とするものから解放され、学ぶ者たち自身にしかるべき
手当が与えられることを、我等は欲する。
オプタートウスとパウリーヌスがコーンスルの年の八月
（５）
一一七日カルターゴーで掲示す。
（１）再｝貝・この人物については、法文⑳註（１）参照。
（２）のＣＳＣ可のｓの）＆ケ・｝・は、当時コーンスタンティーノポリ
ス
が
興
隆
し
つ
つ
あ
っ
た
た
め
、
あ
る
い
は
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
ティーヌス帝によって様々なバシリカや教会が至る所に建
設されていたために、多くの建築師が必要とされたと解す
る。また、特にアーフリカ諸州に建築師が求められた理由
は不明であるとしながらも、アーフリカにおいて多くの建
物が建てられていたためか、建築の才能があるとされる
アーフリカの人々をコーンスタンティーヌス帝が特権の付
与を通じてコーンスタンティーノポリスに招こうとしたた
め
で
あ
ろ
う
と
、
推
測
し
て
い
る
。
（３）の○ｓ○吋のＳの）己ロ」・によれば曰自①日ロの【の①目冨のことを
指す。曰目①【：①ＨｍＣｇ盲については、法文⑤註（３）おょ
九
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⑭
第
一
三
巻
第
五
章
第
六
法
文
（－）
同（Ⅱコーンスタンーナィーヌス）帝がフェーリークスに
〈宣示す〉。
「
船
主
」
た
ち
を
以
下
の
よ
う
な
形
に
明
確
に
編
成
す
る
措
置
、
す
な
わ
ち
、
「
船
主
」
た
ち
は
、
無
秩
序
に
で
は
な
く
正
し
く
遵
守
ぴ法文⑳註（３）参照。
（４）の○二○吋のＳの》且戸一・は、教師の信義や勤勉こそが報われ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
や
、
手
当
の
四
一
四
昌
目
を
受
領
す
べ
き
な
の
は
学
生ではなく教師であることを理由に、ロ已曰の、の貝をＰ巳ｇ‐
８
貝
と
読
み
替
え
る
こ
と
を
主
張
し
、
手
当
を
受
け
と
る
の
は
教
師
であるとしている。他方、Ｆ８の一一①已・ト、：一言ｓ屋、ミミご‐
ミロミ§国目‐同言言閂（法文⑳註（２）所引）も．①①は、テ
キ
ス
ト
ど
お
り
、
学
ぶ
者
が
手
当
を
受
け
取
る
と
解
し
て
い
る
。
（５）本法文と法文⑳の掲示日は、ｍｇｍｓ目・に従えばそれぞ
れ八月二七Ｈと九川七Ⅱとなるが、二・日日の①Ｐ且す」・は、
両
者
は
同
一
年
月
日
に
掲
示
さ
れ
た
も
の
と
解
し
て
掲
示
日
の
確
定
を避けている。の①①烏閃侭周§》弓・』田｛・尹念①は両法文の掲
示日をｍｓｍａ目・通りとするが、の⑦の景畳号嬉もつ』あ
い色は、法文⑭の、ｇのａｇＣに従って両法文ともに九Ⅱ七
日
に
掲
示
さ
れ
た
と
解
す
る
。
法
政
史
学
第
七
十
二
号
九
四
（２）
さ
れ
た
順
番
で
、
長
い
航
程
を
引
き
受
け
た
り
短
い
航
程
を
果
た
し
た
り
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
措
置
は
適
切
で
あ
る
と
、
我
等
に
は
思
わ
れ
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
奉
仕
が
こ
の
よ
う
に
交
替
す
る
と
い
う
軽
減〈措置〉によって〈「船主」〉全員の財産、とりわけ弱い
者
の
財
産
が
強
化
さ
れ
、
誰
か
が
常
に
長
く
航
行
し
て
多
く
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
必
要
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
平
等
で
正
当
な
労
働
が
全
員
に
課
さ
（３）
れ
、
報
酬
が
平
等
な
割
く
ロ
で
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
弱
い
者
た
ち
が
無
益
な
悲
嘆
を
訴
え
る
は
め
に
陥
る
べ
き
で
は
な
い
。
オ
プ
タ
ー
ト
ゥ
ス
と
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
九
月
（４）
七
日
カ
ル
タ
ー
ゴ
ー
で
掲
示
す
。
（１）句の言．この人物については、法文⑳註（１）参照。
（２）の自習の．本来Ｃ貝の巨のは「行程」「旅程」を意味するが、こ
こ
で
は
「
船
主
」
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
「
航
程
」
と
訳
し
た⑪、（・○三・吋のｓの》四二」・》因・の罠の》ご＆ご記Ｃ蔦（法文⑳
註（７）所引）》弓・』望（．なお、「船主」については法文⑭
註（２）参照。
（３）の弓の三四・の○三○吋のｓの）且宮・一・によれば、ここでの印弓‐
の巨四とは国庫に税として納められる収穫物のロ①Ｑのの房旦の印
の
こ
と
を
指
し
、
こ
れ
が
「
船
主
」
た
ち
に
よ
っ
て
輸
送
さ
れ
る
こ
とになる。他方、の葛の》８．畳・》弓」全‐届ｍは、日目二ｍとし
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⑳
第
一
三
巻
第
五
章
第
七
法
文
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
オ
リ
エ
ー
ン
ス
〈
管
（１）
区〉の「船主」たちに〈吉川一示す〉。
（２）
神
の
〈
叩
に
従
い
我
等
が
永
遠
の
名
を
与
え
た
都
市
の
便
益
の
た
め
、
以
下
の
特
権
が
汝
ら
に
授
け
ら
れ
る
べ
き
と
判
断
し
た
。
す
な
ム
、
ネ
ラ
（３）
わ
ち
、
す
べ
て
の
「
船
主
」
た
ち
は
、
市
民
の
負
担
や
重
荷
や
義
務
か
ら
免
除
さ
れ
る
べ
し
。
そ
し
て
、
何
か
し
ら
の
不
都
合
を
被
る
よ
て
の
航
海
の
任
に
当
た
る
「
船
主
」
組
合
の
一
員
に
対
し
て
、
徴
収
さ
れ
た
税
を
財
源
と
し
て
、
財
政
的
援
助
の
意
味
で
現
金
で
支
払
わ
れ
る
報
酬
が
印
巨
亘
昌
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
の
ｇ
の
三
四
に
直
接
一一一一口及する法文としての罠のが挙げるのは本法文のみであっ
てその実態は必ずしも明らかではないが、○・二・吋①目のの
ように⑰ｇの】畳を①己のＱのの房＆｝の、と解すべき理由も乏しい
の
で
、
本
文
の
よ
う
に
訳
し
て
お
く
。
（
４
）
掲
示
日
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑪
註
（
５
）
を
参
照
。
な
お
、
の○三○吋①Ｓｍ・己夛」・は、名宛人およびの弓の日已Ｃにおける
年
や
Ⅱ
の
記
述
を
同
じ
く
す
る
本
法
文
と
法
文
⑪
は
同
一
の
勅
法
と
み
ら
れ
、
お
そ
ら
く
両
者
の
日
付
も
同
じ
だ
っ
た
と
し
て
、
い
ず
れ
か
の
日
付
が
修
正
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
テオドシウス法典（０．口の凋弓すの。□。⑫国目の）（一九）（後藤）
う
な
諸
市
の
顕
職
に
服
す
こ
と
を
強
制
さ
れ
て
も
な
ら
な
い
。
ま
（４）
た
、
後
見
役
の
務
め
か
ら
も
、
そ
れ
が
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
のであれ、〈都市〉政務官や州総督が課したものであれ、
（５）
免
除
さ
れ
る
べ
し
。
さ
ら
に
、
ユ
ー
リ
ウ
ス
・
パ
ー
ピ
ウ
ス
法
の
適
用
か
ら
も
除
外
さ
れ
、
た
と
え
子
供
が
一
人
も
い
な
く
て
も
、
夫
は
妻の遺一一一一口からすべてを獲得し、夫の意思はまつたき形で妻
の
手
元
に
達
す
る
べ
し
。
ま
た
、
所
有
権
や
相
続
や
他
の
何
で
あ
れ
民
事
事
件
に
つ
い
て
「
船
主
」
た
ち
が
訴
え
ら
れ
た
と
き
に
は
、
我
等
の
勅
答
に
よ
っ
て
す
ら
も
特
別
な
法
廷
に
召
喚
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
「
船
主
」
た
ち
は
自
分
（６）
た
ち
の
法
廷
で
訴
訟
提
起
者
に
応
答
す
べ
し
。
そ
し
て
、
ア
レ
ク
サ
（７）
ンドリーア船団の例に倣って、〈輸送する〉穀物の四パー
セ
ン
ト
を
獲
得
し
、
そ
れ
に
加
え
て
一
○
○
○
〈
モ
デ
ィ
ウ
ス
〉
に
つ
き
一
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
獲
得
す
べ
し
。
か
く
し
て
、
こ
れ
ら
す
べ
て
に
よ
っ
て
鼓
舞
さ
れ
、
ま
た
自
ら
の
財
産
か
ら
ほ
と
ん
ど
何
も
支
出
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
「
船
主
」
た
ち
は
熱
意
を
も
っ
て
ま
す
ま
す
海
上
輸
送
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
オ
プ
タ
ー
ト
ゥ
ス
と
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
二
月
一
日
に
受
領
す
。
（１）目ぐ】２｜閂】一○回目房・］○口のの》匡禺・》己・缶「は、ヒスパーニア
九
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や
ア
ー
フ
リ
カ
の
「
船
主
」
た
ち
に
宛
て
ら
れ
た
法
文
が
他
に
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
船
主
」
組
合
は
管
区
単
位
で
編
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
。
な
お
、
「
船
主
」
と
そ
の
特
権
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑭、⑪、⑭、⑳も参照のこと。
（２）日亘の》□目日四の〔のｇｏｐＣ曰冒の旨ウ目〔の□のＣＱＣ目ぐ百口の・日す⑰や
四
巴
の
目
四
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
さ
れ
る
よ
う
に
、
三
一
一
一
○
年
に
開
都
し
た
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
を
指
し
て
い
る
。
（３）の三一己曰目①日の〔目①日の〔◎すの①□已四・市民の負担について
は、法文⑤註（３）、法文⑳註（７）．、）。（旧）、法文⑳
註
（
３
）
を
参
照
。
（４）日〔①一四・後見役については、法文⑫註（４）、法文⑲註
（１）を参照。
（５）一の二三四①〔勺凹冒・コーンスタンティーヌス帝は一一一二○年
の
法
文
⑭
に
よ
っ
て
、
独
身
者
や
無
子
者
に
対
す
る
ユ
ー
リ
ウ
ス
・
パ
ー
ピ
ウ
ス
法
の
様
々
な
不
利
益
を
廃
し
た
が
、
無
子
の
夫
婦
間
の
相
続
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
法
の
不
利
益
を
存
続
さ
せ
て
い
た
（
法
文
⑭
註
（
３
）
参
照
）
。
し
か
し
、
本
法
文
に
よ
っ
て
「
船
主
」
は
こ
の
不
利
益
か
ら
も
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ユ
ー
リ
ウ
ス
・
パ
ー
ピウス法一般については法文⑭註（１）。（２）を参照。
（６）の浅目○二口閂自白旨骨盲目．⑭目白ざ日日・特別裁判官への移
送
や
特
別
な
法
廷
に
つ
い
て
は
法
文
⑬
お
よ
び
⑰
を
、
勅
答
を
用
い
た
特
別
な
法
廷
へ
の
召
喚
の
具
体
例
に
つ
い
て
は
法
文
⑩
を
そ
れ
ぞ
れ参照。本法文を元にして、の・岳・可①ｓの》且戸一・は、民事
法
政
史
学
第
七
十
二
号
案
件
に
限
り
「
船
主
」
た
ち
は
特
別
法
廷
へ
の
出
頭
を
要
請
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
た
ち
の
所
属
す
る
地
域
の
法
廷
（
「
自
分
た
ち
の
法廷」）で争ったと解釈する。
（７）シ｜の苗＆［一目のの〔○一巨の．⑫８－巨のは通常、「航海」「船旅」と
い
っ
た
意
味
で
使
わ
れ
る
語
で
あ
る
が
、
「
船
団
」
の
意
味
に
用
い
られることもある。のこの．ごミミ記・蔦（法文⑳註（７）
所引）》弓・］＆‐ｍは、セウェールス帝とカラヵッラ帝治下の
碑
文
（
扇
〆
二
℃
弓
）
か
ら
食
獅
管
理
長
官
の
指
揮
下
に
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ー
ア
船
団
の
監
督
官
」
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
政
府
と
の
関
わ
り
が
強
く
う
か
が
え
る
こ
の
船
団
は
、
既
に
こ
の
時
期
か
ら
ロ
ー
マ
市
へ
の
食
糧
供
給
を
担
う
「
船
主
」
組
合
に
関
わ
る
も
の
だ
っ
た
ろ
う
と
す
る
。
ま
た
、
同
様
の
船
団
名
を
伝
え
る
コ
ン
モ
ド
ゥ
ス
帝
治
下
の
碑
文
（
扇
琶
ご
ｃ
屋
）
や
セ
ウ
ェ
ー
ルス帝治下の碑文（『国男巨○缶）で、「輸送のための」司・‐
己、Ｃ目尻月という言葉が併せて用いられていることも、この
船
側
が
穀
物
輸
送
に
主
と
し
て
従
事
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
と
する。なお
帝
政
前
期
に
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ー
ァ
の
船
は
ロ
ー
マ
市
へ
の
穀
物
輸
送
を
担
っ
て
い
た
が
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
市
へ
の
執
心
か
ら
、
エ
ジ
プ
ト
や
オ
リ
エ
ー
ン
ス
の
船
で
運
ば
れ
る
穀
物
を
新
都
へ
振
り
向
け
た
と
さ
れる。その様子や配給量については、の。§〔の、．ｍ涛冒冒辱‐
同一ミロミミ》閂巨⑭一国目昌一巨印）司蔦の８吾冴ごミミ》四缶（＆・二・つ・
二呂宮）などを参照。このような穀物供給システムの再編
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（
附
記
）
今
回
の
担
当
者
は
、
大
清
水
裕
、
後
藤
篤
子
、
芹
澤
悟
、
田
中
創
、
樋
脇
博
敏
で
あ
る
。
テオドシウス法典（Ｏ・ロ岡目可のＣＱ。⑫一目この）（一九）（後藤）
成
が
具
体
的
に
い
つ
な
さ
れ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
も
の
の
、
Ｑミミ８菖帛宮ミミ⑤の一一一一一一二年の項目には、この年の五月
一
八
日
か
ら
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
市
で
パ
ン
の
配
給
が
始
め
ら
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
⑦
．
□四四・Ｐ之冨⑫§Ｒａ壹冒：ｅ言一因Ｃ）菖冒ミヨ８｝：『§旨昌冒「
言菖ミニいこい臼（勺昌の》図己＆」①、←）》弓・田○‐、仁を参照。
（未完）
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